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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信方法であって、
　端末装置は、第１能力情報及び／又は第１機能パラメータ情報を搬送するための第１メ
ッセージをアクセスネットワーク装置に送信し、前記第１能力情報は、前記端末装置の最
大通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセスネットワーク装置に指示するこ
とに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端末装置の通信のための機能パラメ
ータ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新するように前記
アクセスネットワーク装置に指示することに用いられることと、
　前記端末装置は前記アクセスネットワーク装置から送信された第２メッセージを受信し
、前記第２メッセージに、前記アクセスネットワーク装置が前記第１能力情報及び／又は
前記第１機能パラメータ情報に基づいて前記端末装置のために設定した機能パラメータ又
はパラメータ範囲が含まれることと、を含み、
　ここで、前記第１能力情報及び／又は前記第１機能パラメータ情報は更に、第６メッセ
ージに含まれ、前記第６メッセージは、前記端末装置が、現在サービスアクセスネットワ
ーク装置を前記アクセスネットワーク装置から他のアクセスネットワーク装置に切り替え
るとき、前記第１能力情報及び／又は前記第１機能パラメータ情報を前記他のアクセスネ
ットワーク装置に指示することに用いられ、
　前記第６メッセージには、更に前記端末装置の更新前の通信能力及び／又は更新前の機
能パラメータ範囲が含まれることを特徴とする、前記無線通信方法。
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【請求項２】
　前記端末装置がアクセスネットワーク装置へ第１メッセージを送信する前に、前記方法
は、
　前記端末装置は、前記端末装置の現在の状況に応じて前記第１通信能力及び／又は前記
第１機能パラメータ又はパラメータ範囲を確定することを含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記端末装置がアクセスネットワーク装置へ第１メッセージを送信する前に、前記方法
は、更に、
　前記端末装置は、第２能力情報を含む第３メッセージを前記アクセスネットワーク装置
に送信し、前記第２能力情報は、前記端末装置の最大通信能力を示すことに用いられるこ
とと、
　前記第１能力情報は、前記第２能力情報に示される最大通信能力を前記第１通信能力に
更新するように指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記アクセス
ネットワーク装置により前記最大通信能力に基づいて前記端末装置のために設定された機
能パラメータ又はパラメータ範囲を前記第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新す
るように指示することに用いられることと、を含むことを特徴とする
　請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記端末装置がアクセスネットワーク装置へ第１メッセージを送信する前に、前記方法
は、更に、
　前記端末装置は、前記アクセスネットワーク装置から送信された、ネットワーク機器の
サポートする通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を示すための第５メ
ッセージを受信することと、
　前記ネットワーク機器のサポートする通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメー
タ範囲に基づいて、前記第１通信能力及び／又は前記第１機能パラメータ又はパラメータ
範囲を確定することと、を含むことを特徴とする
　請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記端末装置の最大通信能力は、
　キャリアアグリゲーション通信時にサポートする最大キャリア数、マルチ入力マルチ出
力（ＭＩＭＯ）通信時にサポートする最大アンテナ数、デュアルコネクティビティ通信時
にサポートする最大キャリア数、干渉除外機能に対応する最大の受信機能力のうちの少な
くとも１つを含み、
　前記端末装置の通信のための機能パラメータ又はパラメータ範囲は、
　キャリアアグリゲーション通信時のキャリア数又はキャリア数範囲、ＭＩＭＯ通信時の
アンテナ数又はアンテナ数範囲、デュアルコネクティビティ通信時のキャリア数又はキャ
リア数範囲、干渉除外機能に対応する受信機能力又は能力範囲のうちの少なくとも１つを
含むことを特徴とする
　請求項３又は４に記載の方法。
【請求項６】
　ネットワーク機器のサポートする第１通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメー
タ範囲は、前記ネットワーク機器が前記端末装置と前記ネットワーク機器との通信過程に
おいてサポートするものである、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記アクセスネットワーク装置は、異なる端末装置に対して異なる通信能力及び／又は
機能パラメータ範囲をサポートし、又は、
　前記アクセスネットワーク機器は異なる端末装置群に対して異なる第１通信能力及び／
又は機能パラメータ範囲をサポートし、同じ端末装置群における端末装置に対して同じ第
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１通信能力及び／又は機能パラメータ範囲をサポートする
　請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１通信能力に基づいて設定されたパラメータ又はパラメータ範囲は前記第１メッ
セージを受信した後の予定時間内に適用され、他の時間に依然として更新前の最大通信能
力に基づいて機能パラメータ又はパラメータ範囲の設定を行い、又は、
　前記第１通信能力に基づいて設定されたパラメータ又はパラメータ範囲はあるサービス
の機能パラメータの設定に適用され、サービスが変更されるとき、更新前の最大通信能力
に基づいて機能パラメータ又はパラメータ範囲の設定を行う
　請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信方法であって、
　アクセスネットワーク装置は、端末装置から送信された、第１能力情報及び／又は第１
機能パラメータ情報を搬送するための第１メッセージを受信し、前記第１能力情報は、前
記端末装置の最大通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセスネットワーク装
置に指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端末装置の通信のた
めの機能パラメータ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新
するように前記アクセスネットワーク装置に指示することに用いられることと、
　前記アクセスネットワーク装置は、前記端末装置に第２メッセージを送信し、前記第２
メッセージに、前記アクセスネットワーク装置が前記第１能力情報及び／又は第１機能パ
ラメータ情報に基づいて前記端末装置のために設定した機能パラメータ又はパラメータ範
囲が含まれることと、を含み、
　前記方法は、更に、
　前記端末装置は、現在サービスアクセスネットワーク装置を前記アクセスネットワーク
装置から他のアクセスネットワーク装置に切り替えるとき、前記アクセスネットワーク装
置は、前記第１能力情報及び／又は前記第１機能パラメータ情報を含む第６メッセージを
前記他のアクセスネットワーク装置に送信することを含み、
　前記第６メッセージには、更に前記端末装置の更新前の通信能力及び／又は更新前の機
能パラメータ範囲が含まれることを特徴とする、前記無線通信方法。
【請求項１０】
　前記ネットワーク機器のサポートする第１通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラ
メータ範囲は、前記ネットワーク機器が前記端末装置と前記ネットワーク機器との通信過
程においてサポートするものである、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記アクセスネットワーク装置は、異なる端末装置に対して異なる通信能力及び／又は
機能パラメータ範囲をサポートし、又は、
　前記アクセスネットワーク機器は異なる端末装置群に対して異なる第１通信能力及び／
又は機能パラメータ範囲をサポートし、同じ端末装置群における端末装置に対して同じ第
１通信能力及び／又は機能パラメータ範囲をサポートする
　請求項９又は１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１通信能力に基づいて設定されたパラメータ又はパラメータ範囲は前記第１メッ
セージを受信した後の予定時間内に適用され、他の時間に依然として更新前の最大通信能
力に基づいて機能パラメータ又はパラメータ範囲の設定を行い、又は、
　前記第１通信能力に基づいて設定されたパラメータ又はパラメータ範囲はあるサービス
の機能パラメータの設定に適用され、サービスが変更されるとき、更新前の最大通信能力
に基づいて機能パラメータ又はパラメータ範囲の設定を行う
　請求項９～１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】



(4) JP 6913179 B2 2021.8.4

10

20

30

40

50

　端末装置であって、
　処理ユニット及び送受信ユニットを備え、
　前記処理ユニットは、第１能力情報及び／又は第１機能パラメータ情報を搬送するため
の第１メッセージを生成することに用いられ、前記第１能力情報は、前記端末装置の最大
通信能力を第１通信能力に更新するようにアクセスネットワーク装置に指示することに用
いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端末装置の通信のための機能パラメータ又
はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新するように前記アクセ
スネットワーク装置に指示することに用いられ、
　前記送受信ユニットは、アクセスネットワーク装置へ前記第１メッセージを送信し、ま
た、前記アクセスネットワーク装置から送信された第２メッセージを受信し、前記第２メ
ッセージに、前記アクセスネットワーク装置が前記第１能力情報及び／又は前記第１機能
パラメータ情報に基づいて前記端末装置のために設定した機能パラメータ又はパラメータ
範囲が含まれることに用いられ、
　ここで、前記第１能力情報及び／又は前記第１機能パラメータ情報は更に、第６メッセ
ージに含まれ、前記第６メッセージは、前記端末装置が、現在サービスアクセスネットワ
ーク装置を前記アクセスネットワーク装置から他のアクセスネットワーク装置に切り替え
るとき、前記第１能力情報及び／又は前記第１機能パラメータ情報を前記他のアクセスネ
ットワーク装置に指示することに用いられ、
　前記第６メッセージには、更に前記端末装置の更新前の通信能力及び／又は更新前の機
能パラメータ範囲が含まれることを特徴とする、前記端末装置。
【請求項１４】
　前記送受信ユニットは、更に、
　前記アクセスネットワーク装置から送信された、ネットワーク機器のサポートする通信
能力及び／又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を示すための第５メッセージを受信す
ることに用いられ、
　前記処理ユニットは、更に、前記ネットワーク機器のサポートする通信能力及び／又は
機能パラメータ又はパラメータ範囲に基づいて、前記第１通信能力及び／又は前記第１機
能パラメータ又はパラメータ範囲を確定することに用いられることを特徴とする
　請求項１３に記載の端末装置。
【請求項１５】
　前記端末装置の最大通信能力は、
　キャリアアグリゲーション通信時にサポートする最大キャリア数、マルチ入力マルチ出
力（ＭＩＭＯ）通信時にサポートする最大アンテナ数、デュアルコネクティビティ通信時
にサポートする最大キャリア数、干渉除外機能に対応する最大の受信機能力のうちの少な
くとも１つを含み、
　前記端末装置の通信のための機能パラメータ又はパラメータ範囲は、
　キャリアアグリゲーション通信時のキャリア数又はキャリア数範囲、ＭＩＭＯ通信時の
アンテナ数又はアンテナ数範囲、デュアルコネクティビティ通信時のキャリア数又はキャ
リア数範囲、干渉除外機能に対応する受信機能力又は能力範囲のうちの少なくとも１つを
含むことを特徴とする
　請求項１３又は１４に記載の端末装置。
【請求項１６】
　アクセスネットワーク装置であって、
　処理ユニット及び送受信ユニットを備え、
　前記送受信ユニットは、端末装置から送信された、第１能力情報及び／又は第１機能パ
ラメータ情報を搬送するための第１メッセージを受信することに用いられ、前記第１能力
情報は、前記端末装置の最大通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセスネッ
トワーク装置に指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端末装置
の通信のための機能パラメータ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラメータ
範囲に更新するように前記アクセスネットワーク装置に指示することに用いられ、
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　前記処理ユニットは、更に、前記アクセスネットワーク装置が前記第１能力情報及び／
又は第１機能パラメータ情報に基づいて前記端末装置のために設定した機能パラメータ又
はパラメータ範囲が含まれる第２メッセージを生成することに用いられ、
　前記送受信ユニットは、更に、前記端末装置へ前記第２メッセージを送信することに用
いられ、
　前記送受信ユニットは、更に、現在サービスアクセスネットワーク装置を前記アクセス
ネットワーク装置から他のアクセスネットワーク装置に切り替えるとき、前記第１能力情
報及び／又は前記第１機能パラメータ情報を含む第６メッセージを前記他のアクセスネッ
トワーク装置に送信することに用いられ、
　前記第６メッセージには、更に前記端末装置の更新前の通信能力及び／又は更新前の機
能パラメータ範囲が含まれることを特徴とする、前記アクセスネットワーク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は通信分野に関し、且つより具体的に、無線通信方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）システムにおいて、端末装置のサポートする最大能力の継続的な向上に伴って、ネ
ットワーク機器は異なる端末能力に基づいて異なる機能パラメータを設定することにより
ユーザーのサービスニーズを満たすことができる。
【０００３】
　端末装置のサポートする能力が極めて高いが、端末能力が大抵、理想条件、例えば単一
サービス、単一ネットワーク等の条件における能力であるため、実際のネットワークにお
いては、端末が最大の能力を得ることが困難である。
【０００４】
　ネットワークが最大能力に基づいて端末を設定するとした場合、メモリが不足し、端末
が熱すぎるといった問題が生じる恐れがあり、通信性能の悪化及び端末のハードウェアの
損傷を引き起こしてしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本願の実施例は通信性能の悪化及び端末ハードウェアの損傷を避けることのできる無線
通信方法及び装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１態様に係る無線通信方法であって、
　端末装置は、第１能力情報及び／又は第１機能パラメータ情報を搬送するための第１メ
ッセージをアクセスネットワーク装置に送信し、前記第１能力情報は、前記端末装置の最
大通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセスネットワーク装置に指示するこ
とに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端末装置の通信のための機能パラメ
ータ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新するように前記
アクセスネットワーク装置に指示することに用いられることと、
　前記端末装置は前記アクセスネットワーク装置から送信された第２メッセージを受信し
、前記第２メッセージに、前記アクセスネットワーク装置が前記第１能力情報及び／又は
前記第１機能パラメータ情報に基づいて前記端末装置のために設定した機能パラメータ又
はパラメータ範囲が含まれることと、を含む。
【０００７】
　第１態様を参照して、第１態様の可能な実現方式では、前記端末装置がアクセスネット
ワーク装置へ第１メッセージを送信する前に、前記方法は、
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　前記端末装置は、前記端末装置の現在の状況に応じて前記第１通信能力及び／又は前記
第１機能パラメータ又はパラメータ範囲を確定することを含む。
【０００８】
　第１態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、第１態様の可能な実
現方式では、前記第２メッセージが再設定メッセージである。
【０００９】
　第１態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、前記端末装置がアク
セスネットワーク装置へ第１メッセージを送信する前に、前記方法は、更に、
　前記端末装置は、第２能力情報を含む第３メッセージを前記アクセスネットワーク装置
に送信し、前記第２能力情報は、前記端末装置の最大通信能力を示すことに用いられるこ
とと、
　前記第１能力情報は、前記第２能力情報に示される最大通信能力を前記第１通信能力に
更新するように指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記アクセス
ネットワーク装置により前記最大通信能力に基づいて前記端末装置のために設定された機
能パラメータ又はパラメータ範囲を前記第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新す
るように指示することに用いられることと、を含む。
【００１０】
　第１態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、前記端末装置が前記
アクセスネットワーク装置へ第３メッセージを送信する前に、前記方法は、更に、
　前記端末装置は、前記アクセスネットワーク装置から送信された、前記端末装置の最大
通信能力を要求するための第４メッセージを受信することを含む。
【００１１】
　第１態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、前記第３メッセージ
は、アタッチ過程において前記アクセスネットワーク装置へ送信したメッセージである。
【００１２】
　第１態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、前記端末装置がアク
セスネットワーク装置へ第１メッセージを送信する前に、前記方法は、更に、
　前記端末装置は、前記アクセスネットワーク装置から送信された、前記ネットワーク機
器のサポートする通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を示すための第
５メッセージを受信することと、
　前記ネットワーク機器のサポートする通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメー
タ範囲に基づいて、前記第１通信能力及び／又は前記第１機能パラメータ又はパラメータ
範囲を確定することと、を含む。
【００１３】
　第１態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、前記端末装置の最大
通信能力は、
　キャリアアグリゲーション通信時にサポートする最大キャリア数、マルチ入力マルチ出
力（ＭＩＭＯ）通信時にサポートする最大アンテナ数、デュアルコネクティビティ通信時
にサポートする最大キャリア数、干渉除外機能に対応する最大の受信機能力のうちの少な
くとも１つを含む。
【００１４】
　第１態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、前記端末装置の通信
のための機能パラメータ又はパラメータ範囲は、
　キャリアアグリゲーション通信時のキャリア数又はキャリア数範囲、ＭＩＭＯ通信時の
アンテナ数又はアンテナ数範囲、デュアルコネクティビティ通信時のキャリア数又はキャ
リア数範囲、干渉除外機能に対応する受信機能力又は能力範囲のうちの少なくとも１つを
含む。
【００１５】
　第２態様に係る無線通信方法であって、
　アクセスネットワーク装置は、端末装置から送信された、第１能力情報及び／又は第１
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機能パラメータ情報を搬送するための第１メッセージを受信し、前記第１能力情報は、前
記端末装置の最大通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセスネットワーク装
置に指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端末装置の通信のた
めの機能パラメータ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新
するように前記アクセスネットワーク装置に指示することに用いられることと、
　前記アクセスネットワーク装置は、前記端末装置に第２メッセージを送信し、前記第２
メッセージに、前記アクセスネットワーク装置が前記第１能力情報及び／又は第１機能パ
ラメータ情報に基づいて前記端末装置のために設定した機能パラメータ又はパラメータ範
囲が含まれることと、を含む。
【００１６】
　第２態様を参照して、第２態様の可能な実現方式では、前記第２メッセージが再設定メ
ッセージである。
【００１７】
　第２態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、第２態様のいずれか
１つの可能な実現方式では、前記アクセスネットワーク装置が端末装置から送信された第
１メッセージを受信する前に、前記方法は、更に、
　前記アクセスネットワーク装置は、前記端末装置から送信された、第２能力情報を含む
第３メッセージを受信し、前記第２能力情報は、前記端末装置の最大通信能力を示すこと
に用いられることと、
　前記第１能力情報は、前記第２能力情報に示される最大通信能力を前記第１通信能力に
更新するように指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記アクセス
ネットワーク装置により前記最大通信能力に基づいて前記端末装置のために設定された機
能パラメータ又はパラメータ範囲を前記第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新す
るように指示することに用いられることと、を含む。
【００１８】
　第２態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、第２態様のいずれか
１つの可能な実現方式では、前記アクセスネットワーク装置が前記端末装置から送信され
た第３メッセージを受信する前に、前記方法は、更に、
　前記アクセスネットワーク装置は、前記端末装置の現在サポートできる最大通信能力を
要求するための第４メッセージを前記端末装置に送信することを含む。
【００１９】
　第２態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、第２態様のいずれか
１つの可能な実現方式では、前記第３メッセージはアタッチ過程において前記端末装置が
前記アクセスネットワーク装置へ送信したメッセージである。
【００２０】
　第２態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、第２態様のいずれか
１つの可能な実現方式では、前記アクセスネットワーク装置が端末装置から送信された第
１メッセージを受信する前に、前記方法は、更に、
　前記端末装置が前記第５メッセージに基づいて前記第１メッセージを送信することがで
きるように、前記アクセスネットワーク装置は、前記ネットワーク機器のサポートする通
信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を示すための第５メッセージを前記
端末装置に送信することを含む。
【００２１】
　第２態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、第２態様のいずれか
１つの可能な実現方式では、前記アクセスネットワーク装置が前記端末装置へ第５メッセ
ージを送信する前に、前記方法は、更に、
　現在のネットワークの通信状況に応じて、前記アクセスネットワーク装置は、前記ネッ
トワーク機器のサポートする通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を確
定することを含む。
【００２２】
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　第２態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、第２態様のいずれか
１つの可能な実現方式では、前記方法は、更に、
　前記端末装置は、現在サービスアクセスネットワーク装置を前記アクセスネットワーク
装置から他のアクセスネットワーク装置に切り替えるとき、前記アクセスネットワーク装
置は、前記第１能力情報及び／又は前記第１機能パラメータ情報を含む第６メッセージを
前記他のアクセスネットワーク装置に送信することを含む。
【００２３】
　第２態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、第２態様のいずれか
１つの可能な実現方式では、前記第６メッセージには、更に前記端末装置の更新前の通信
能力及び／又は更新前の機能パラメータ範囲が含まれる。
【００２４】
　第２態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、第２態様のいずれか
１つの可能な実現方式では、前記端末装置の最大通信能力は、
　キャリアアグリゲーション通信時にサポートする最大キャリア数、ＭＩＭＯ通信時にサ
ポートする最大アンテナ数、デュアルコネクティビティ通信時にサポートする最大キャリ
ア数、干渉除外機能に対応する最大の受信機能力のうちの少なくとも１つを含む。
【００２５】
　第２態様又はその上記いずれか１つの可能な実現方式を参照して、第２態様のいずれか
１つの可能な実現方式では、前記端末装置の通信のための機能パラメータ又はパラメータ
範囲は、
　キャリアアグリゲーション通信時のキャリア数又はキャリア数範囲、ＭＩＭＯ通信時の
アンテナ数又はアンテナ数範囲、デュアルコネクティビティ通信時のキャリア数又はキャ
リア数範囲、干渉除外機能に対応する受信機能力又は能力範囲のうちの少なくとも１つを
含む。
【００２６】
　第３態様に係る端末装置であって、該端末装置は上記第１態様又はそのいずれか１つの
可能な実現方式における方法を実現するためのユニットを備えてもよい。
【００２７】
　第４態様に係るアクセスネットワーク装置であって、該アクセスネットワーク装置は上
記第２態様又はそのいずれか１つの可能な実現方式における方法を実現するためのユニッ
トを備えてもよい。
【００２８】
　第５態様に係る端末装置であって、該端末装置はメモリ及びプロセッサを備えてもよく
、該メモリに命令が記憶され、該メモリはメモリに記憶される命令を呼び出して第１態様
又はそのいずれか１つの可能な実現方式における方法を実行することに用いられる。
【００２９】
　第６態様に係るアクセスネットワーク装置であって、該アクセスネットワーク装置はメ
モリ及びプロセッサを備えてもよく、該メモリに命令が記憶され、該メモリはメモリに記
憶される命令を呼び出して第２態様又はそのいずれか１つの可能な実現方式における方法
を実行することに用いられる。
【００３０】
　第７態様に係るコンピュータ可読媒体であって、前記コンピュータ可読媒体は端末装置
が実行するためのプログラムコードを記憶することに用いられ、前記プログラムコードは
第１態様又はその様々な実現方式における方法を実行するための命令を含み、又は、第２
態様又はその様々な実現方式における方法を実行するための命令を含む。
【００３１】
　第８態様に係るシステムチップであって、該システムチップは入力インターフェース、
出力インターフェース、プロセッサ及びメモリを備え、該プロセッサは該メモリにおける
コードを実行することに用いられ、該コードが実行されるとき、該プロセッサは上記第１
態様及び様々な実現方式における方法を実現でき、又は、上記第２態様及び様々な実現方
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式における方法を実行できる。
【発明の効果】
【００３２】
　従って、本願の実施例において、端末装置は、第１能力情報及び／又は第１機能パラメ
ータ情報を搬送するための第１メッセージをアクセスネットワーク装置に送信し、前記第
１能力情報は、前記端末装置の最大通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセ
スネットワーク装置に指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端
末装置の通信のための機能パラメータ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラ
メータ範囲に更新するように前記アクセスネットワーク装置に指示することに用いられ、
端末装置は該第２メッセージを受信した後、該第１能力情報及び／又は第１機能パラメー
タ情報に基づいて端末装置のために機能パラメータ又はパラメータ範囲を設定することが
でき、従って、端末装置は必要に応じてアクセスネットワーク装置へその通信能力及び／
又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を更新することができ、アクセスネットワーク装
置が記憶されている端末の最大通信能力に基づいて端末装置のために設定した機能パラメ
ータ又はパラメータ範囲は端末装置の現在の状況に合致しないことによる端末装置の通信
性能の悪化又は端末装置ハードウェアの損傷の問題、例えば、端末装置のメモリが不足し
又は端末装置が熱すぎるといった問題が生じることを避けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】図１は本願の実施例に係る無線通信システムの模式図である。
【図２】図２は本願の実施例に係る無線通信方法の模式的なフローチャートである。
【図３】図３は本願の実施例に係る無線通信方法の模式的なフローチャートである。
【図４】図４は本願の実施例に係る端末装置の模式的なブロック図である。
【図５】図５は本願の実施例に係るアクセスネットワーク装置の模式的なブロック図であ
る。
【図６】図６は本願の実施例に係るシステムチップの模式的なブロック図である。
【図７】図７は本願の実施例に係る通信装置の模式的なブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　本願の実施例の技術案をより明確に説明するために、以下に実施例又は従来技術におい
て必要な図面を用いて簡単に説明を行うが、当然ながら、以下に記載する図面は単に本願
の実施例の一例であって、当業者であれば、創造的な労力を要することなく、これらの図
面に基づいて他の図面に想到しうる。
【００３５】
　以下、本願の実施例の図面を参照しながら、本願の実施例の技術案を説明し、無論、説
明される実施例は本願の実施例の一部であり、実施例のすべてではない。本願の実施例に
基づき、当業者が進歩性のある労働を必要とせずに得られる他の実施例は、いずれも本願
の保護範囲に属する。
【００３６】
　本願の実施例の技術案は様々な通信システム、例えば、モバイル通信用グローバル（Ｇ
ＳＭ：Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｏｆ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
）システム、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ：Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）システム、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ：Ｗｉｄｅｂａｎ
ｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）システム、汎用パ
ケット無線サービス（ＧＰＲＳ：Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ）、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔ
ｉｏｎ）システム、ＬＴＥ周波数分割複信（ＦＤＤ：Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉ
ｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）システム、ＬＴＥ時分割複信（ＴＤＤ：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴ
Ｓ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓ
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ｔｅｍ）、マイクロ波利用アクセスに関する世界的な相互運用（ＷｉＭＡＸ：Ｗｏｒｌｄ
ｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）通信システム又は将来の５Ｇシステム等に適用されてもよい。
【００３７】
　図１には本願の実施例に適用される無線通信システム１００を示す。該無線通信システ
ム１００はアクセスネットワーク装置１１０を備えてもよい。アクセスネットワーク装置
１００は端末装置と通信する装置であってもよい。アクセスネットワーク装置１００は特
定の地理的領域に通信カバレッジを提供することができ、且つ該カバレッジ領域内の端末
装置（例えば、ＵＥ）と通信することができる。好ましくは、該アクセスネットワーク装
置１００はＧＳＭシステム又はＣＤＭＡシステムにおける基地局（ＢＴＳ：Ｂａｓｅ　Ｔ
ｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）であってもよく、ＷＣＤＭＡシステムにおける
基地局（ＮＢ：ＮｏｄｅＢ）であってもよく、ＬＴＥシステムにおける発展型基地局（ｅ
ＮＢ又はｅＮｏｄｅＢ：Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、又はクラウド無線ア
クセスネットワーク（ＣＲＡＮ：Ｃｌｏｕｄ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ）における無線コントローラであってもよく、又は、該アクセスネットワーク装置は中
継所、アクセスポイント、車載装置、ウェアラブル端末、将来の５Ｇネットワークにおけ
るネットワーク側機器又は将来発展する公衆陸上移動網（ＰＬＭＮ：Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａ
ｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）におけるアクセスネットワーク装置等であっても
よい。
【００３８】
　該無線通信システム１００は更にアクセスネットワーク装置１１０のカバレッジ範囲内
の少なくとも１つの端末装置１２０を備える。端末装置１２０は可動又は固定であっても
よい。好ましくは、端末装置１２０はアクセス端末、ユーザー装置（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅ
ｑｕｉｐｍｅｎｔ）、ユーザー要素、加入者局、移動局、トラバーサー、遠隔局、遠隔端
末、モバイルデバイス、ユーザー端末、端末、無線通信装置、ユーザーエージェント又は
ユーザーデバイスを指してもよい。アクセス端末はセルラー方式の電話、コードレスホン
、セッション確立プロトコル（ＳＩＰ：Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ）電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ
　Ｌｏｏｐ）局、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、無線通信機能を有する携帯端末、コンピューティング
デバイス又は無線モデムに接続される他の処理装置、車載装置、ウェアラブル端末、将来
の５Ｇネットワークにおける端末装置又は将来発展するＰＬＭＮにおける端末装置等であ
ってもよい。
【００３９】
　好ましくは、端末装置１２０同士が装置対装置（Ｄ２Ｄ：Ｄｅｖｉｃｅ　ｔｏ　Ｄｅｖ
ｉｃｅ）通信を行うことができる。
【００４０】
　好ましくは、５Ｇシステム又はネットワークが更に新無線（ＮＲ：Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ
）システム又はネットワークと称されてもよい。
【００４１】
　図１には１つのアクセスネットワーク装置及び２つの端末装置を例示的に示し、好まし
くは、該無線通信システム１００は複数のアクセスネットワーク装置を備えてもよく、且
つ各アクセスネットワーク装置のカバレッジ範囲内に他の数の端末装置が含まれてもよく
、本願の実施例はこれを制限しない。
【００４２】
　好ましくは、該無線通信システム１００は更にネットワークコントローラ、モビリティ
管理エンティティ等の他のネットワークエンティティを備えてもよく、本願の実施例はこ
れを制限しない。
【００４３】
　本明細書における用語「システム」と「ネットワーク」が常に交互に使用されると理解
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すべきである。本明細書における用語「及び／又は」は、関連オブジェクトを説明する関
連関係に過ぎず、３つの関係が存在してもよいことを示し、例えば、「Ａ及び／又はＢ」
は「Ａが独立して存在する」「ＡとＢが同時に存在する」「Ｂが独立して存在する」の３
つの状況を示してもよい。また、本明細書における文字「／」は一般的に前後関連オブジ
ェクトが「又は」関係であることを示す。
【００４４】
　図２は本願の実施例に係る無線通信方法２００の模式的なフローチャートである。該方
法２００は図１に示されるシステムに適用されてもよいことが好ましいが、それに限らな
い。図２に示すように、該方法２００は以下を含む。
【００４５】
　２１０では、端末装置は、第１能力情報及び／又は第１機能パラメータ情報を搬送する
ための第１メッセージをアクセスネットワーク装置に送信し、前記第１能力情報は、前記
端末装置の最大通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセスネットワーク装置
に指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端末装置の通信のため
の機能パラメータ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新す
るように前記アクセスネットワーク装置に指示することに用いられる。
【００４６】
　好ましくは、前記端末装置がアクセスネットワーク装置へ第１メッセージを送信する前
に、前記端末装置が現在の通信状況に応じて、前記第１通信能力及び／又は前記第１機能
パラメータ又はパラメータ範囲を確定する。
【００４７】
　具体的には、端末装置は該端末装置の現在の状況、例えば熱すぎるかどうか又は通信ニ
ーズ等に応じて、該第１通信能力及び／又は第１機能パラメータ又はパラメータ範囲を確
定することができる。
【００４８】
　好ましくは、前記アクセスネットワーク装置は、前記ネットワーク機器のサポートする
通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を示すための第５メッセージを前
記端末装置に送信し、前記端末装置が前記アクセスネットワーク装置から送信された第５
メッセージを受信し、前記ネットワーク機器のサポートする通信能力及び／又は機能パラ
メータ又はパラメータ範囲に基づき、端末装置が前記第１通信能力及び／又は前記第１機
能パラメータ又はパラメータ範囲を確定する。
【００４９】
　具体的には、アクセスネットワーク装置は現在のネットワークの状況に応じて、端末装
置の使用をサポートできる通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を確定
して、端末装置の使用をサポートする通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメータ
範囲を第５メッセージによって端末装置に送信することができ、端末装置は第５メッセー
ジを受信した後、その状況及びネットワーク機器が端末装置の使用をサポートする通信能
力及び／又は機能パラメータ範囲と組み合わせて、第１通信能力及び／又は第１機能パラ
メータ又はパラメータ範囲を確定することができ、第１通信能力はアクセスネットワーク
装置が端末装置の使用をサポートする通信能力に属してもよく、第１機能パラメータ又は
パラメータ範囲は更にアクセスネットワーク装置が端末装置の使用をサポートする機能パ
ラメータ又はパラメータ範囲に属してもよい。
【００５０】
　当然ながら、第１通信能力はアクセスネットワーク装置が端末装置の使用をサポートす
る通信能力に属しなくてもよく、又は、第１機能パラメータ又はパラメータ範囲はアクセ
スネットワーク装置が端末装置の使用をサポートする機能パラメータ又はパラメータ範囲
に属しなくてもよい。
【００５１】
　本願の実施例において、ネットワーク機器のサポートする通信能力及び／又は機能パラ
メータ又はパラメータ範囲はネットワーク機器が端末装置とネットワーク機器との通信過
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程においてサポートする通信能力及び／又は機能パラメータ範囲を指してもよいと理解す
べきである。
【００５２】
　ネットワーク機器は異なる端末装置に対して異なる通信能力及び／又は機能パラメータ
範囲をサポートできる。
【００５３】
　又は、ネットワーク機器は異なる端末装置群に対して異なる通信能力及び／又は機能パ
ラメータ範囲をサポートできるが、同じ端末装置群における端末装置に対して同じ通信能
力及び／又は機能パラメータ範囲をサポートする。
【００５４】
　又は、ネットワーク機器はカバレッジ範囲内の端末装置に対して同じ通信能力及び／又
は機能パラメータ範囲をサポートする。
【００５５】
　好ましくは、第５メッセージが専有シグナリング又はブロードキャストシグナリング等
であってもよい。
【００５６】
　２２０では、アクセスネットワーク装置が端末装置から送信された前記第１メッセージ
を受信する。
【００５７】
　２３０では、前記アクセスネットワーク装置は、前記端末装置に第２メッセージを送信
し、前記第２メッセージに、前記アクセスネットワーク装置が前記第１能力情報及び／又
は第１機能パラメータ情報に基づいて前記端末装置のために設定した機能パラメータ又は
パラメータ範囲が含まれる。
【００５８】
　具体的には、アクセスネットワーク装置は端末装置から送信された第１メッセージを受
信した後、第１メッセージに含まれる第１通信能力及び／又は第１機能パラメータ又はパ
ラメータ範囲に基づき、端末装置のために機能パラメータ又はパラメータ範囲を設定する
ことができ、アクセスネットワーク装置は、更に第２メッセージで端末装置のために設定
した機能パラメータ又はパラメータ範囲を搬送する。
【００５９】
　好ましくは、該第２メッセージが再設定メッセージである。
【００６０】
　２４０では、前記端末装置が前記アクセスネットワーク装置から送信された前記第２メ
ッセージを受信する。
【００６１】
　具体的には、端末装置はアクセスネットワーク装置から送信された第２メッセージを受
信し、第２メッセージにおけるアクセスネットワーク装置が端末装置のために設定した機
能パラメータ又はパラメータ範囲に基づいて通信することができる。
【００６２】
　好ましくは、本願の実施例において、前記端末装置の最大通信能力は、
　キャリアアグリゲーション通信時にサポートする最大キャリア数、マルチ入力マルチ出
力（ＭＩＭＯ）通信時にサポートする最大アンテナ数、デュアルコネクティビティ通信時
にサポートする最大キャリア数、干渉除外機能に対応する最大の受信機能力のうちの少な
くとも１つを含む。
【００６３】
　前記端末装置の通信のための機能パラメータ又はパラメータ範囲は、
　キャリアアグリゲーション通信時のキャリア数又はキャリア数範囲、ＭＩＭＯ通信時の
アンテナ数又はアンテナ数範囲、デュアルコネクティビティ通信時のキャリア数又はキャ
リア数範囲、干渉除外機能に対応する受信機能力又は能力範囲を含む。
【００６４】
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　好ましくは、本願の実施例において、前記端末装置がアクセスネットワーク装置へ第１
メッセージを送信する前に、前記端末装置は、第２能力情報を含む第３メッセージを前記
アクセスネットワーク装置に送信し、前記第１能力情報は前記端末装置の最大通信能力を
示すことに用いられ、前記第２能力情報は、前記第２能力情報に示される最大通信能力を
前記第１通信能力に更新するように指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情
報は、前記アクセスネットワーク装置により前記最大通信能力に基づいて前記端末装置の
ために設定された機能パラメータ又はパラメータ範囲を前記第１機能パラメータ又はパラ
メータ範囲に更新するように指示することに用いられる。
【００６５】
　好ましくは、前記端末装置が前記アクセスネットワーク装置へ第３メッセージを送信す
る前に、前記端末装置は、前記アクセスネットワーク装置から送信された、前記端末装置
の最大通信能力を要求するための第４メッセージを受信する。
【００６６】
　好ましくは、前記第３メッセージはアタッチ過程において前記端末装置が前記アクセス
ネットワーク装置へ送信したメッセージである。
【００６７】
　好ましくは、本願の実施例において、第１通信能力が一時的な通信能力と称されてもよ
く、第１機能パラメータ又はパラメータ範囲が一時的な機能パラメータ又はパラメータ範
囲と称されてもよい。
【００６８】
　好ましくは、本願の実施例において、アクセスネットワーク装置は第１通信能力を利用
して端末装置の最大通信能力を更新することは、元の最大通信能力が無効になったことを
意味せず、アクセスネットワーク装置に第１通信能力及び更新前の最大通信能力が記憶さ
れてもよく、第１通信能力及び更新前の最大通信能力を利用して機能パラメータ又はパラ
メータ範囲の設定を行う。
【００６９】
　例えば、第１通信能力に基づいて設定されたパラメータ又はパラメータ範囲は該第１メ
ッセージを受信した後の予定時間内に適用されてもよく、他の時間に依然として更新前の
最大通信能力に基づいて機能パラメータ又はパラメータ範囲の設定を行う。
【００７０】
　例えば、第１通信能力に基づいて設定されたパラメータ又はパラメータ範囲はあるサー
ビスの機能パラメータの設定に適用されてもよく、サービスが変更するとき、更新前の最
大通信能力に基づいて機能パラメータ又はパラメータ範囲の設定を行うことができる。
【００７１】
　同様に、第１機能パラメータ又はパラメータ範囲が存在することとは、最大通信能力に
基づいて設定した元のパラメータ又はパラメータ範囲が無効になったことを意味しない。
【００７２】
　図３は本願の実施例に係る無線通信方法３００の模式的なフローチャートである。図３
に示すように、該無線通信方法３００は以下を含む。
【００７３】
　３１０では、端末装置が第１能力情報及び／又は第１機能パラメータ情報を搬送するた
めの第１メッセージをアクセスネットワーク装置１に送信し、前記第１能力情報は、前記
端末装置の最大通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセスネットワーク装置
１に指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端末装置の通信のた
めの機能パラメータ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新
するように前記アクセスネットワーク装置１に指示することに用いられる。
【００７４】
　３２０では、アクセスネットワーク装置１が端末装置から送信された前記第１メッセー
ジを受信する。
【００７５】
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　３３０では、前記アクセスネットワーク装置１は、第２メッセージを前記端末装置に送
信し、前記第２メッセージに、前記アクセスネットワーク装置１が前記第１能力情報及び
／又は第１機能パラメータ情報に基づいて前記端末装置のために設定した機能パラメータ
又はパラメータ範囲が含まれる。
【００７６】
　３４０では、前記端末装置が前記アクセスネットワーク装置１から送信された前記第２
メッセージを受信する。
【００７７】
　３５０では、前記端末装置が現在サービスアクセスネットワーク装置を前記アクセスネ
ットワーク装置１からアクセスネットワーク装置２に切り替えるとき、前記アクセスネッ
トワーク装置１が前記第１能力情報及び／又は前記第１機能パラメータ情報を含む第６メ
ッセージを前記アクセスネットワーク装置２に送信する。
【００７８】
　具体的には、端末装置がアクセスネットワーク装置を切り替える必要があるとき、ネッ
トワークにおける元の端末装置のサービスアクセスネットワーク装置は切り替え命令にお
いて更新後の能力情報又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を目標アクセスネットワー
ク装置に送信することができ、目標アクセスネットワーク装置は該更新後の能力情報及び
／又は機能パラメータ又はパラメータ範囲に基づいて端末装置を設定することができる。
【００７９】
　好ましくは、前記第６メッセージには更に前記端末装置の更新前の通信能力及び／又は
更新前の機能パラメータ範囲が含まれる。
【００８０】
　従って、本願の実施例において、端末装置は、第１能力情報及び／又は第１機能パラメ
ータ情報を搬送するための第１メッセージをアクセスネットワーク装置に送信し、前記第
１能力情報は、前記端末装置の最大通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセ
スネットワーク装置に指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端
末装置の通信のための機能パラメータ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラ
メータ範囲に更新するように前記アクセスネットワーク装置に指示することに用いられ、
端末装置は該第２メッセージを受信した後、該第１能力情報及び／又は第１機能パラメー
タ情報に基づいて端末装置のために機能パラメータ又はパラメータ範囲を設定することが
でき、従って、端末装置は必要に応じてアクセスネットワーク装置へその通信能力及び／
又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を更新することができ、アクセスネットワーク装
置が記憶されている端末の最大通信能力に基づいて端末装置のために設定した機能パラメ
ータ又はパラメータ範囲は端末装置の現在の状況に合致しないことによる端末装置の通信
性能の悪化又は端末装置ハードウェアの損傷の問題、例えば、端末装置のメモリが不足し
又は端末装置が熱すぎるといった問題が生じることを避けることができる。
【００８１】
　図４は本願の実施例に係る端末装置４００の模式的なブロック図である。図４に示すよ
うに、該端末装置４００は処理ユニット４１０及び送受信ユニット４２０を備え、
　前記処理ユニットは、第１能力情報及び／又は第１機能パラメータ情報を搬送するため
の第１メッセージを生成することに用いられ、前記第１能力情報は、前記端末装置の最大
通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセスネットワーク装置に指示すること
に用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端末装置の通信のための機能パラメー
タ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新するように前記ア
クセスネットワーク装置に指示することに用いられ、
　前記送受信ユニットは、アクセスネットワーク装置へ前記第１メッセージを送信し、ま
た、前記アクセスネットワーク装置から送信された第２メッセージを受信し、前記第２メ
ッセージに、前記アクセスネットワーク装置が前記第１能力情報及び／又は前記第１機能
パラメータ情報に基づいて前記端末装置のために設定した機能パラメータ又はパラメータ
範囲が含まれることに用いられる。
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【００８２】
　好ましくは、前記処理ユニットは、更に、
　前記端末装置の現在の状況に応じて前記第１通信能力及び／又は前記第１機能パラメー
タ又はパラメータ範囲を確定することに用いられる。
【００８３】
　好ましくは、前記第２メッセージが再設定メッセージである。
【００８４】
　好ましくは、前記送受信ユニットは、更に、
　第２能力情報を含む第３メッセージを前記アクセスネットワーク装置に送信することに
用いられ、前記第２能力情報は、前記端末装置の最大通信能力を示すことに用いられ、
　前記第１能力情報は、前記第２能力情報に示される最大通信能力を前記第１通信能力に
更新するように指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記アクセス
ネットワーク装置により前記最大通信能力に基づいて前記端末装置のために設定された機
能パラメータ又はパラメータ範囲を前記第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新す
るように指示することに用いられる。
【００８５】
　好ましくは、前記送受信ユニットは、更に、
　前記アクセスネットワーク装置から送信された、前記端末装置の最大通信能力を要求す
るための第４メッセージを受信することに用いられる。
【００８６】
　好ましくは、前記第３メッセージは、アタッチ過程において前記アクセスネットワーク
装置へ送信したメッセージである。
【００８７】
好ましくは、前記送受信ユニットは、更に、
　前記アクセスネットワーク装置から送信された、前記ネットワーク機器のサポートする
通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を示すための第５メッセージを受
信することに用いられ、
　前記処理ユニットは、更に、前記ネットワーク機器のサポートする通信能力及び／又は
機能パラメータ又はパラメータ範囲に基づいて、前記第１通信能力及び／又は前記第１機
能パラメータ又はパラメータ範囲を確定することに用いられる。
【００８８】
　好ましくは、前記端末装置の最大通信能力は、
　キャリアアグリゲーション通信時にサポートする最大キャリア数、マルチ入力マルチ出
力（ＭＩＭＯ）通信時にサポートする最大アンテナ数、デュアルコネクティビティ通信時
にサポートする最大キャリア数、干渉除外機能に対応する最大の受信機能力のうちの少な
くとも１つを含む。
【００８９】
　好ましくは、前記端末装置の通信のための機能パラメータ又はパラメータ範囲は、
　キャリアアグリゲーション通信時のキャリア数又はキャリア数範囲、ＭＩＭＯ通信時の
アンテナ数又はアンテナ数範囲、デュアルコネクティビティ通信時のキャリア数又はキャ
リア数範囲、干渉除外機能に対応する受信機能力又は能力範囲を含む。
【００９０】
　該端末装置は方法実施例２００及び３００における端末装置に対応してもよく、方法実
施例２００又は３００における端末装置の実現する対応機能を実現でき、簡潔のため、こ
こで詳細な説明は省略すると理解すべきである。
【００９１】
　図５は本願の実施例に係るアクセスネットワーク装置５００の模式的なブロック図であ
る。図５に示すように、該端末装置は処理ユニット５１０及び送受信ユニット５２０を備
える。
【００９２】
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　前記送受信ユニットは、端末装置から送信された、第１能力情報及び／又は第１機能パ
ラメータ情報を搬送するための第１メッセージを受信することに用いられ、前記第１能力
情報は、前記端末装置の最大通信能力を第１通信能力に更新するように前記アクセスネッ
トワーク装置に指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記端末装置
の通信のための機能パラメータ又はパラメータ範囲を第１機能パラメータ又はパラメータ
範囲に更新するように前記アクセスネットワーク装置に指示することに用いられ、
　前記処理ユニットは、更に、前記アクセスネットワーク装置が前記第１能力情報及び／
又は第１機能パラメータ情報に基づいて前記端末装置のために設定した機能パラメータ又
はパラメータ範囲が含まれる第２メッセージを生成することに用いられ、
　前記送受信ユニットは、更に、前記端末装置へ前記第２メッセージを送信することに用
いられる。
【００９３】
　好ましくは、前記第２メッセージが再設定メッセージである。
【００９４】
　好ましくは、前記送受信ユニットは、更に、
　前記端末装置から送信された、第２能力情報を含む第３メッセージを受信することに用
いられ、前記第２能力情報は、前記端末装置の最大通信能力を示すことに用いられ、
　前記第１能力情報は、前記第２能力情報に示される最大通信能力を前記第１通信能力に
更新するように指示することに用いられ、前記第１機能パラメータ情報は、前記アクセス
ネットワーク装置により前記最大通信能力に基づいて前記端末装置のために設定された機
能パラメータ又はパラメータ範囲を前記第１機能パラメータ又はパラメータ範囲に更新す
るように指示することに用いられる。
【００９５】
　好ましくは、前記送受信ユニットは、更に、
　前記端末装置の現在サポートできる最大通信能力を要求するための第４メッセージを前
記端末装置に送信することに用いられる。
【００９６】
　好ましくは、前記第３メッセージはアタッチ過程において前記端末装置が前記アクセス
ネットワーク装置へ送信したメッセージである。
【００９７】
　好ましくは、前記送受信ユニットは、更に、
　前記端末装置が前記第５メッセージに基づいて前記第１メッセージを送信することがで
きるように、前記ネットワーク機器のサポートする通信能力及び／又は機能パラメータ又
はパラメータ範囲を示すための第５メッセージを前記端末装置に送信することに用いられ
る。
【００９８】
　好ましくは、前記処理ユニットは、更に、
　現在のネットワークの通信状況に応じて、前記ネットワーク機器が前記端末装置の使用
をサポートする通信能力及び／又は機能パラメータ又はパラメータ範囲を確定することに
用いられる。
【００９９】
　好ましくは、前記送受信ユニットは、更に、
　現在サービスアクセスネットワーク装置を前記アクセスネットワーク装置から他のアク
セスネットワーク装置に切り替えるとき、前記第１能力情報及び／又は前記第１機能パラ
メータ情報を含む第６メッセージを前記他のアクセスネットワーク装置に送信することに
用いられる。
【０１００】
　好ましくは、前記第６メッセージには更に前記端末装置の更新前の通信能力及び／又は
更新前の機能パラメータ範囲が含まれる。
【０１０１】
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　好ましくは、前記端末装置の最大通信能力は、
　キャリアアグリゲーション通信時にサポートする最大キャリア数、ＭＩＭＯ通信時にサ
ポートする最大アンテナ数、デュアルコネクティビティ通信時にサポートする最大キャリ
ア数、干渉除外機能に対応する最大の受信機能力のうちの少なくとも１つを含む。
【０１０２】
　好ましくは、前記端末装置の通信のための機能パラメータ又はパラメータ範囲は、
　キャリアアグリゲーション通信時のキャリア数又はキャリア数範囲、ＭＩＭＯ通信時の
アンテナ数又はアンテナ数範囲、デュアルコネクティビティ通信時のキャリア数又はキャ
リア数範囲、干渉除外機能に対応する受信機能力又は能力範囲のうちの少なくとも１つを
含む。
【０１０３】
　該アクセスネットワーク装置は方法実施例２００及び３００におけるアクセスネットワ
ーク装置に対応してもよく、方法実施例２００又は３００におけるアクセスネットワーク
装置の実現する対応機能を実現でき、簡潔のため、ここで詳細な説明は省略すると理解す
べきである。
【０１０４】
　図６は本願の実施例のシステムチップ６００の模式的な構造図である。図６のシステム
チップ６００は入力インターフェース６０１、出力インターフェース６０２、プロセッサ
６０３及びメモリ６０４を備え、前記プロセッサ６０３及びメモリ６０４が内部通信接続
回路によって接続されてもよく、前記プロセッサ６０３は前記メモリ７０４におけるコー
ドを実行することに用いられる。
【０１０５】
　好ましくは、前記コードが実行されるとき、前記プロセッサ６０３は図２又は図３に示
される方法２００又は３００における端末装置の実行する方法を実現する。簡潔のため、
ここで詳細な説明は省略する。
【０１０６】
　好ましくは、前記コードが実行されるとき、前記プロセッサ６０３は図２又は図３に示
される方法２００又は３００におけるアクセスネットワーク装置の実行する方法を実現す
る。簡潔のため、ここで詳細な説明は省略する。
【０１０７】
　図７は本願の実施例に係る通信装置７００の模式的なブロック図である。図７に示すよ
うに、該通信装置７００はプロセッサ７１０及びメモリ７２０を備える。該メモリ７２０
にプログラムコードが記憶されてもよく、該プロセッサ７１０は該メモリ７２０に記憶さ
れるプログラムコードを実行することができる。
【０１０８】
　好ましくは、図７に示すように、該通信装置７００は送受信機７３０を備えてもよく、
プロセッサ７１０は送受信機７３０が外部と通信するように制御することができる。
【０１０９】
　好ましくは、該プロセッサ７１０はメモリ７２０に記憶されるプログラムコードを呼び
出して、図２又は図３に示される方法２００又は３００における端末装置の対応操作を実
行することができ、簡潔のため、ここで詳細な説明は省略する。
【０１１０】
　好ましくは、該プロセッサ７１０はメモリ７２０に記憶されるプログラムコードを呼び
出して、図２又は図３に示される方法２００又は３００におけるアクセスネットワーク装
置の対応操作を実行することができ、簡潔のため、ここで詳細な説明は省略する。
【０１１１】
　当業者であれば、本明細書に開示される実施例を参照して説明した各例示的なユニット
及びアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、又はコンピュータソフトウェアと電子
ハードウェアとの組み合わせで実現されてもよいと理解される。これらの機能をハードウ
ェア又はソフトウェア方式で実行するかは、技術案の特定応用及び設計制約条件によって
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できるが、このような実現は本願の範囲を超えると見なされるべきではない。
【０１１２】
　当業者であれば、説明を容易且つ簡単にするために、上記説明されるシステム、装置及
びユニットの具体的な動作過程は、上記方法実施例における対応過程を参照してもよく、
ここで詳細な説明は省略すると明確に理解される。
【０１１３】
　本願に係るいくつかの実施例において、開示されるシステム、装置及び方法は他の方式
で実現されてもよいと理解すべきである。例えば、以上に説明される装置実施例は模式的
なものに過ぎず、例えば、前記ユニットの区別は論理機能上の区別に過ぎず、実際に実現
するとき、他の区別方式を用いてもよく、例えば複数のユニット又はコンポーネントは他
のシステムに結合又は統合されてもよく、又はいくつかの特徴は省略してもよく、又は実
行しなくてもよい。一方、表示又は検討される相互間の結合又は直接結合又は通信接続は
いくつかのインターフェース、装置又はユニットによる間接結合又は通信接続であっても
よく、電気、機械又は他の形式であってもよい。
【０１１４】
　分離部材として説明される前記ユニットは物理的に分離してもよいし、物理的に分離し
なくてもよく、ユニットとして表示される部材は物理ユニットであってもよいし、物理ユ
ニットでなくてもよく、つまり、一箇所に位置してもよいし、複数のネットワークユニッ
トに配置されてもよい。実際の必要に応じて、その一部又は全部のユニットを選択して本
実施例案の目的を実現してもよい。
【０１１５】
　また、本願の各実施例において、各機能ユニットは１つの処理ユニットに統合されても
よく、各ユニットは独立して物理的に存在してもよく、２つ又は２つ以上のユニットは１
つのユニットに統合されてもよい。
【０１１６】
　前記機能はソフトウェア機能ユニットの形式で実現され、且つ独立した製品として販売
又は使用されるとき、１つのコンピュータ可読記憶媒体に記憶されてもよい。このような
理解に基づき、本願の技術案の本質又は従来技術に貢献する部分、又は該技術案の一部は
ソフトウェア製品の形式で具現されてもよく、該コンピュータソフトウェア製品は、１台
のコンピュータ装置（パーソナルコンピュータ、サーバ又はネットワーク機器等であって
もよい）に本願の各実施例に記載の方法の全部又は一部のステップを実行させるための複
数の命令を含む１つの記憶媒体に記憶される。そして、上記記憶媒体はＵＳＢメモリ、ポ
ータブルハードディスク、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏ
ｒｙ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ
）、磁気ディスク又は光ディスク等のプログラムコードを記憶できる様々な媒体を含む。
【０１１７】
　以上の説明は本願の具体的な実施形態であって、本願の保護範囲を制限するためのもの
ではなく、当業者が本願に開示される技術的範囲内に容易に想到し得る変更や置換は、い
ずれも本願の保護範囲内に含まれるべきである。従って、本願の保護範囲は特許請求の範
囲に準じるべきである。



(19) JP 6913179 B2 2021.8.4

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(20) JP 6913179 B2 2021.8.4

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100091487
            弁理士　中村　行孝
(74)代理人  100105153
            弁理士　朝倉　悟
(74)代理人  100107582
            弁理士　関根　毅
(74)代理人  100120385
            弁理士　鈴木　健之
(72)発明者  ヤン、ニン
            中華人民共和国カントン、ドングァン、チャンアン、ウーシャ、ハイビン、ロード、ナンバー１８

    審査官  石田　信行

(56)参考文献  国際公開第２０１５／１３８０７９（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１６／１８８３１２（ＷＯ，Ａ１）　　
              特表２０１５－５３６６１２（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１０／００５０３６（ＷＯ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２０１６／００２９２７５（ＵＳ，Ａ１）　　
              vivo，Use cases and signalling for UE initiating radio capability update [online]，3GP
              P TSG RAN WG2 #97 R2-1701481，２０１７年　２月　４日，Internet<URL:http://www.3gpp.org
              /ftp/tsg_ran/WG2_RL2/TSGR2_97/Docs/R2-1701481.zip>
              Huawei, HiSilicon, MediaTek Inc.，Thermal issues with high capability UEs [online]，3G
              PP TSG RAN WG2 #97 R2-1701835，２０１７年　２月　４日，Internet<URL:http://www.3gpp.or
              g/ftp/tsg_ran/WG2_RL2/TSGR2_97/Docs/R2-1701835.zip>

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ　　４／００　－　９９／００
              Ｈ０４Ｂ　　７／２４　－　　７／２６
              　
              ３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１，４
              　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

